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此
言
語
起
原
の
一
篇
は
江
村
學
人
の
草
す
る
所
な
り
。
予
は
之
を
萬
年
艸
に
收
録
す
る
に
當
り
て
、
一
二
所

思
を
附
記
す
る
こ
と
の
必
ず
し
も
無
用
な
ら
ざ
る
べ
き
を
信
ず
。
學
人
は
小
兒
の
※
聲
、
簡
單
な
る
も
の
よ
り

複
雜
な
る
も
の
に
進
み
、
言

語

の

原

料

と
な
る
と
云
ひ
、
數
語
を
擧
げ
て
之
れ
が
證
例
に
充
て
ら
れ
た
り
。
是

れ
言
語
學
上
容
易
な
ら
ざ
る
問
題
な
り
。
予
は
故
に
謂
へ
ら
く
。
此
研
究
の
便
宜
上
、
一
應
彼
※
聲
と
言
語
の

原
料
と
を
區
別
し
置
か
ん
こ
と
或
は
宜
し
き
を
得
た
る
も
の
な
る
べ
し
。
而
し
て
其
の
用
語
はM

U
ELLER

に
從
ひ
て
、
※
聲
に
關
す
る
一
切
の
事
を
間

投

的

語
原
の
問
題
（IN

TER
JEC

TIO
N

A
L

）
と
名
づ
け
、
所
謂

言
語
の
原
料
の
一
部
（
證
例
の
半
）
の
事
を
繪

聲

的

語
原
の
問
題
（O

N
O

M
A

TO
PO

ETISC
H

）
と
名
づ
く
る

に
若
か
ず
と
。
繪
聲
（O

N
O

M
A

TO
PO

EIE

）
の
語
は
希
臘
以
來
の
意
義
幾
多
の
變
遷
を
閲
し
來
り
、
稍
や
誤

解
を
招
き
易
き
嫌
あ
る
よ
り
、
學
者
往
々
他
語
を
以
て
之
に
代
へ
ん
と
し
た
る
こ
と
あ
り
。
或
は
摸
聲
（IM

S

O
N

ISC
H

,IM
ITA

TIO

＋SO
N

U
S

）
と
云
ひ
、
或
は
感
知
（PA

TH
O

G
N

O
M

ISC
H

）
と
云
ひ
、
又M

U
ELL

ER

は
初
めW

A
U

-W
A

U
-TH

EO
R

IE

の
名
を
下
し
て
、
以
て
間
投
的
語
原
論
のPA

H
-PA

H
-TH

EO
R

IE

に

對
せ
し
が
、
人
の
其
卑
俚
に
し
て
學
者
を
侮
辱
す
る
に
似
た
る
を
難
ず
る
に
逢
ひ
て
、
後
之
を
撤
囘
せ
り
。
要

す
る
に
繪
聲
の
語
の
廣
く
通
ぜ
る
に
若
か
ず
。
是
よ
り
間
投
的
語
原
の
問
題
を
略
述
せ
ん
。
※
聲
（SC

H
R

EI

）

は
果
し
て
能
く
語
原
た
る
べ
き
乎
。H

ER
D

ER

は
夙
に
以
爲
へ
ら
く
。
※
聲
は
奈
何
に
變
更
す
と
も
、
終
に

言
語
を
成
す
こ
と
な
し
。
別
に
單

音

（TO
N

）
を
得
て
以
て
標
識
（M

ER
K

M
A

L

）
と
爲
し
、
始
て
言
語
を

成
す
と
。JA

C
O

B
G

R
IM

M

も
亦
曰
く
。
※
聲
は
呻
吟
啼
泣
（W

IM
M

ER
N

,W
EIN

EN

）
を
成
す
と
雖
、
終
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に
言
語
を
成
さ
ず
。
言
語
は
別
に
（
思
量
と
倶
に
）
贏
ち
得
ら
る
る
（ER

W
O

R
B

EN

）
者
な
り
と
。LA

ZA
R

G
EIG

ER

の
説
に
至
り
て
は
、
獸
※
（TIER

SC
H

R
EI

）
と
語
※
（SPR

A
C

H
SC

H
R

EI

）
と
を
分
ち
、
物
を

視
て
、
惧
れ
又
は
欲
を
生
じ
て
發
す
る
も
の
を
獸
※
と
爲
し
、
物
を
視
、
就
中
運
動
を
視
て
發
聲
し
、
以
て
語

原
を
作
す
も
の
を
語
※
と
爲
し
、
語
※
を
生
ず
る
視
官
印
象
は
時
と
し
て
繪
聲
と
倶
に
起
る
と
云
へ
り
。
餘
は

之
を
略
す
。
學
人
の
所
謂
泣
聲
即
※
聲
は
想
ふ
に
語
原
を
爲
さ
ざ
る
べ
し
。
之
に
反
し
て
彼a,u

の
音
及
之
と

b,p,m
,d

等
と
の
合
音
は
尋
常
の
※
聲
に
非
ず
。
是
れ
小
兒
の
早
く
發
し
得
る
所
の
音
な
り
。
若
し
強
ひ
て

之
に
※
聲
の
名
を
命
ぜ
ば
、
或
は
所
謂
語
※
の
稱
を
用
ゐ
て
可
な
ら
ん
歟
。
此
諸
音
の
語
原
、
就
中papa,m

a

m
a

二
語
の
原
と
な
る
こ
と
は
、
諸
家
の
承
認
す
る
所
に
し
て
、W

U
N

D
T

の
書
中
、
父
母
其
子
の
夙
く
發
す

る
所
の
音
を
利
用
し
て
、
己
を
斥
す
語
と
爲
す
と
云
へ
る
が
如
き
は
、
以
て
學
人
の
説
の
注
脚
に
充
つ
可
し
。

次
に
繪
聲
的
語
原
の
問
題
に
入
る
べ
し
。
單
に
繪
聲
と
云
ふ
と
き
は
意
識
し
て
音
響
を
摸
倣
す
る
も
の
に
似
た

り
。
昔
時TIED

EM
A

N
N

が
言
語
を
以
て
窘
迫
の
餘
、
思
議
し
て
造
り
出
せ
る
も
の
と
爲
し
、
音
響
を
摸
倣

す
る
こ
と
（SC

H
A

LLN
A

C
H

A
H

M
U

N
G

）
を
以
て
此
造
出
の
一
方
便
と
爲
し
し
が
如
き
は
、
其
の
甚
だ
し

き
も
の
な
り
。
後
の
學
者
は
多
く
以
爲
へ
ら
く
。
語
原
の
繪
聲
は
故
意
な
ら
ず
と
。STEIN

TH
A

L

の
繪
聲
説

は
、
繪
聲
は
音
響
を
摸
す
る
に
非
ず
、
音
響
の
感

情

を
摸
す
る
な
り
と
云
ひ
、
視
觸
等
の
官
を
以
て
、
感
情
に

介
せ
ら
れ
て
繪
聲
の
範
圍
に
入
る
と
爲
せ
り
。
煩
を
厭
ひ
て
細
記
せ
ず
。M

U
ELLER

は
以
爲
へ
ら
く
。
繪
聲

語
は
甚
だ
多
か
ら
ず
。
語

音

移

動

（LA
U

TV
ER

SC
H

IEB
U

N
G

）
の
法
則
に
從
ひ
て
撿
す
れ
ば
、
尋
常
以
て

繪
聲
語
と
爲
す
所
の
も
の
、
概
ね
皆
繪
聲
に
非
ざ
る
こ
と
を
知
る
。
其
の
間
ま
明
に
繪
聲
た
る
を
認
む
べ
き
も
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の
も
能
く
派
生
語
を
形
づ
く
る
こ
と
少
し
と
。
學
人
の
語
原
證
例
中
、
父
母
食
の
語
を
除
く
他
、
多
少
繪
聲
問

題
に
關
す
。
特
に
鷄
の
條
の
諸
語
は M

U
ELLER

 

の
書
其
關
係
を
詳
叙
せ
り
。
但
だ K

U
C

K
U

C
K

 

は C
U

C
U

LU
S C

A
N

O
R

U
S L. 

に
し
て
鷄
の G

A
LLU

S D
O

M
ESTIC

U
S B

R
ISS. 

と
異
な
る
の
み
。
此
二
鳥
の
名
は
並

に
繪
聲
な
り
。
左
の
如
し
。

　
　
甲
。K

O
K

ILA
　
　
　
（
梵
）

　
　
　
　K

O
K

K
Y

X
　
　
　
（
希
）

　
　
　
〔C

U
C

U
^LU

S
〕
　
（
拉
）

　
　
　
　K

U
C

K
U

C
K

　
　
（
獨
）

　
　
乙
。K

U
K

K
U

TA

　
　
（
梵
）

　
　
　
　C

O
C

K

　
　
　
　
（
英
）

　
最
後
に
注
意
す
べ
き
は
語
原
の
穿
鑿
上
、
諸
方
の
言
語
の
同
系
異
系
を
顧
慮
す
る
こ
と
を
要
す
る
一
事
な
り
。

所
謂
印
度
日
耳
曼
語
と
日
本
語
と
支
那
語
と
は
、
尋
常
以
て
異
系
と
爲
す
所
に
し
て
、
異
系
の
言
語
に
語
根
樣

要
素
の
共
通
あ
る
こ
と
は
、
從
來
學
者
の
之
を
承
認
す
る
も
の
甚
だ
少
し
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
鴎
外
全
集
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六
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岩
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書
店

　
　
　1973
（
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日
発
行
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本
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本
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萬
年
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　1903

（
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日
発
行
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萬
年
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（
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年10
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日
発
行

入
力
：
岩
澤
秀
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2009

年10
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作
成

青
空
文
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作
成
フ
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イ
ル
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の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
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w
w
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で
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れ
ま
し

た
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校
正
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制
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た
の
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ボ
ラ
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の
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さ
ん
で
す
。
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